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大阪層群のMa3海成粘土層に挟まれるアズキ火山灰1

前期更新世の重要な鍵層の1つとして広く知られる大阪

層群のアズキ火山灰は,長い間噴出源が不明であった.

LLむだ

近年,アズキ火山灰は,中部九州の猪牟田カルデラから

約90万年前に噴出した今市火砕流堆積物と対比される

広域テフラであることが判明した.露頭中央の厚さ約

50cmの淡茶色の地層がアズキ火山灰.その上下は海成

粘土層.大阪府和泉市で1993年11月21日に撮影.詳し

くは本文および口絵参照.(写真と文:地質調査所大阪

地域地質センタｰ鎌田浩毅)
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